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ミネ匁悲しむな

，おまえの木靴は

パパがつくる
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1978年



全
世
界
が
泣
い
た
傑
作

全
世
界
か
ら

3
万
人
を

こ
す
映
画
人
が
集
ま
っ
て
、

2

週
間
、
連
日
連
夜
、
マ

ラ
ソ
ン
の
よ
う
に
、
の
べ

3
千
回
以
上
の
上
映
が
行

な
わ
れ
る
カ
ン
ヌ
映
画
祭

で
は
、
派
手
な
、
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
映
画
で
な
い
と

人
目
を
ひ
き
に
く
い
。

3

時
間
を
こ
え
る
映
画
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
、
と
い
う

通
説
に
挑
戦
す
る
か
の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
が
出
品
し

た
「
木
靴
の
樹
」
は
、
第
一
固
め
の
上
映
か
ら
、
映

画
宮
殿
の
大
ホ

i

ル
を
埋
め
た
観
客
に
、
静
か
な
、

深
い
、
圧
倒
的
な
感
銘
を
与
え
て
、
評
判
が
評
判
を
，

呼
び
、
堂
々
と
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
。
し
か
も
、

'
r
z

審
査
委
員
会
の
全
会
一
致
の
授
賞
決
定
で
、
そ
の
こ
ゴ

と
を
映
画
祭
参
加
者
の
大
半
の
人
々
が
歓
迎
す
る
と

1

い
う
お
ま
け
つ
き
で
、
ー
こ
れ
は
カ
ン
ヌ
映
画
祭
の
歴
一

史
上
で
も
画
期
的
な
事
件
だ
。
一

監
督
の
オ
ル
ミ
は
百
年
生
ま
れ
で
、
「
木
靴
の
樹
」
、
今

は
長
篇
第

9
作
。
初
の
日
本
公
開
作
品
に
な
る
が
、
パ
ペ

ω
年
代
の
は
じ
め
か
ら
『
就
職
』
や
、
ゴ
ダ
!
ル
が
べ
」

ス
ト
ワ
ン
に
推
し
た
『
婚
約
者
』
で
知
ら
れ
、
イ
タ
仁

リ
ア
映
画
界
で
は
ロ
ッ
セ
リ

l

ニ
を
継
ぐ
大
物
監
督

J

と
し
て
早
く
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
。
寡
作
だ
が
、

題
材
を
じ
っ
く
り
あ
た
た
め
、
職
業
俳
優
は
つ
か
わ

ず
、
撮
影
も
編
集
も
自
分
で
や
る
。
「
木
靴
の
樹
」
の

脚
本
は
初
年
前
に
書
い
て
映
画
第

1
作
に
し
よ
う
と

夢
み
て
い
た
も
の
。
そ
れ
を
自
然
光
だ
け
の
撮
影
で
、

驚
異
的
に
美
し
い
映
像
を
生
み
だ
し
、
季
節
が
呼
吸

す
る
よ
う
な
自
然
な
リ
ズ
ム
で
編
集
し
て
い
る
。

土
と
人
と
自
然
を
い
つ

く
し
む
よ
う
に
、
抱
擁
す

る
よ
う
に
つ
く
っ
た
こ
の

映
画
は
、
全
世
界
で
深
い

感
動
を
呼
ん
で
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
で
も
イ
タ
リ
ア
で

も
「
ピ
ン
ク
パ
ン
サ

1
4

」

他
の
ア
メ
リ
カ
映
画
を
圧

倒
し
て
興
行
的
に
も
大
ヒ

ッ
ト
を
記
録
し
て
い
る
。

L~Iりゅo
degU
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1978 年カンヌ映画祭

グランプリ受賞

ほ

ん

も

の

の

主

人

公

た

ち

「

木

靴

の

樹

」

の

出

演

者

は

全

員

し

ろ

う

と

で

ほ

ん

も

の

の

農

民

た

ち

。

真

実

感

に

あ

ふ

れ

で

い

て

、

子

供

た

ち

の

す

ば

ら

し

さ

、

と

く

に

ラ

ス

ト

シ

ー

ン

の

ミ

ネ

ク

の

涙

に

胸

う

た

れ

な

い

人

は

い

な

い

だ

ろ

う

。

北

イ

タ

リ

ア

の

ベ

ル

ガ

モ

|

|

今

は

工

業

都

市

化

し

た

が

、

逆

転

し

た

S

F
の

よ

う

に

、

時

代

は

印

世

紀

末

、

人

聞

が

大

地

と

密

接

で

、

自

然

が

か

ぎ

り

な

く

美

し

く

、

や

さ

し

く

べ

残

酷

だ

っ

た

頃

の

農

園

が

舞

台

。

農

園

に

は

、

働

き

者

の

パ

テ

ィ

ス

テ

ィ

の

4
人

家

族

、

夫

に

先

だ

た

れ

、6
人

の

子

供

を

か

か

え

て

い

る

ル

ン

ク

の

後

家

さ

ん

と

義

父

の

ア

ン

セ

ル

モ

爺

さ

ん

の

家

族

、

年

が

ら

年

じ

ゅ

う

長

男

と

つ

か

み

あ

い

の

喧

嘩

を

し

て

い

る

け

ち

ん

ぽ

フ

ィ

ナ

l

ル

の
6
人

家

族

、

そ

し

て

、

美

し

い

マ

ツ

ダ

レ

l
ナ

と

そ

の

両

親

の

ブ

レ

ナ

夫

妻

の

家

族

が

住

み

こ

ん

で

い

て

、

と

う

も

ろ

こ

し

ゃ

ト

マ

ト

を

栽

培

し

、

牛

や

馬

や

豚

を

飼

っ

て

い

る

。

家

畜

は

農

夫

の

所

有

の

こ

と

も

あ

る

が

、

農

園

も

、

土

地

も

、

農

具

も

、

樹

木1
本

に

至

る

ま

で

地

主

の

も

の

。

収

穫

は

%

が

地

主

、

残

る

%

が

農

夫

の

分

け

前

だ

っ

た

。

パ

テ

ィ

ス

テ

ィ

の

息

子

ミ

ネ

ク

が

村

の

神

父

に

み

こ

ま

れ

て

小

学

校

へ

行

く

こ

と

に

な

る

。

「

百

姓

の

子

が

学

校

へ

行

く

な

ん

て

、

皆

、

な

ん

で

い

う

だ

ろ

う

?

」

と

途

方

に

暮

れ

る

パ

テ

ィ

ス

テ

ィ

。

秋

の

収

穫

か

ら

、

初

雪

の

ク

リ

ス

マ

ス

の

夜

ぱ

な

し

。

牛

の

病

気

を

お

祈

り

で

な

お

す

ル

ン

ク

の

後

家

さ

ん

。

春

の

一

番

ト

マ

ト

を

こ

っ

そ

り

準

備

す

る

ア

ン

セ

ル

モ

爺

さ

ん

。

若

者

ス

テ

フ

ァ

ノ

に

求

婚

さ

れ

る

マ

ツ

ダ

レl

ナ

。

馬

に

裏

ぎ

ら

れ

て

寝

こ

む

フ

ィ

ナ
l

ル

。

学

校

の

帰

り

に

ミ

ネ

ク

の

木

靴

が

こ

わ

れ

て

し

ま

う

。

禁

じ

ら

れ

た

樹

を

伐

っ

て

息

子

の

木

靴

を

つ

く

る

バ

テ

ィ

ス

テ

ィ
................................、..............................

カンヌの反響

パティスティ

ミネク

-映像の美しさ…牧歌的なまでのまなざし…

農民世界の遺産への頚歌となって、自然と人

の調和の、真の幸福の瞬間をあじあわせてく

れる映画。感動的でやさしさにみちた壁画的

大作だ。 アンリ・シャピエ氏

・これほど美しく 気高く 悲しみが胸をっ

きさす、厳格な映画があったろうか/

マルマン氏くル・フィガロ〉紙

・まねごとをいっさい排したほんものの映画。

私たちにったわってくる感動は、真実の感動

だ。 バロンセリ氏くル・モンド〉紙

・類のないポエジーのカでオルミが描いたこ

の農民社会は 子供の、いや、まさしく天使

の社会だ。 くカイエ・デ、ユ・シネマ〉誌、

|木靴の樹の主なスタッフ|

監督・脚本・撮影・編集…………一…・…ー・…エルマンノ・オルミ

美術・・・……・・・・・・……・・・…・・・……・・……・エンリコ・トヴァリエリ

音楽……………………………・ヨハン・セパスチャン・バッハ他

オルガン演奏一-…・…・・….....……フエルナンド・ジエルマーニ

製作・・・・・・・・・・・・・・ミラノ映画製作集団 +RAI+IT ALNOLEGGIO

1978 年製作イタリア映画/カラー・スタンダード /3 時間 7分

(12 巻5 ， 103m)

|木靴の樹の主な登場人物|

パティスティの家族=パティスティ (L ・オルナーギ)、妻パテ

ィスティーナ (F ・モリッジ)、ミネク (0 ・ブリニョッリ)、弟トゥー

ニ (A ・フエラーリ)/ルンクの後家さんの家族=ルンクの後家

さん (Th ・プレッシャニーニ)、アンセルモ爺さん (G ・ブリニョ

ッリ)、長男ぺピーノ (C ・ロータ)、テレジーナ (P ・ブロリス)、

ピエリーノ (M ・フラトゥス)、アネッタ (F ・ヴィラ)、末娘べッ

ティーナ (M·G ・カローリ)/けちんぽフィナールの家族=フィ

ナール (B· トレヴァイニ)、妻フィナルダ (G ・サンガレッティ)、

じいさん (L ・ペドローニ)、長男ウスティ (F ・チェルヴィ)、お

ねしょの次男坊 (P ・ベルトーリ)、オルガ (B ・ミリアッチョ)/

マツダレーナの家族=マツダレーナ (L ・ぺツォーリ)、父ブレ

ナ (G ・カヴァレッリ)、母 (L ・フリジェーニ)

ステファノ (F ・ピレンガ)/神父ドン・カルロ (C ・シルヴァ)/

地全 (M ・ブリニョッリ)

ステファノ

ルンクの後家さんフィナール

お得な特別鑑賞券 1 ，000 円
(当日は一般・学生とも 1 ， 300 円〉
岩波ホールチケット・ガイドの他都内各プレイガイドにて好評完売中

・団体のお間合わせはフランス映画社 586-6401 へ

ゴールデンウィーク 4月 28 臼 ω→ 5FJ 6fJ(日)

し一生_..E.-l 11 :00I2 :50I6 :30 I 入替制・自由定員制
S Tl 7 臼(/J)以降

|平日(J I →金) I I1 :30I6 :30 I 入替制・自由定員制

¥-. ・ B I11:00I2 :50I6 :30 I 火臨最終回は休映

地下鉄(都営三回線)神保町・下車 1分

国電(中央線)水道橋・下車 7分・神保町交差点

4月28 日合
|エキプ・ド・シネマ 5周年記念|

ゴールデン・ウィークロードショー


